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の
脱
却
と
と
も
に
援
助
を
受
け
る
側
か
ら
援

助
す
る
側
へ
と
転
進
し
た
り
、
援
助
を
受
け

な
が
ら
も
、
独
自
に
他
の
途
上
国
を
援
助
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
借
款
や

技
術
協
力
、
無
償
協
力
な
ど
を
中
心
に
、
中

国
が
急
激
に
対
外
援
助
を
拡
大
し
て
い
る
ほ

か
、
韓
国
は
ア
ジ
ア
で
日
本
に
次
い
で
昨
年

Ｄ
Ａ
Ｃ
に
加
盟
し
、Ｏ
Ｄ
Ａ
の
一
層
の
拡
充
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
主
に
ネ
パ
ー
ル
や
ブ

ー
タ
ン
と
い
っ
た
近
隣
国
を
対
象
に
技
術
協

力
や
資
金
協
力
を
展
開
す
る
イ
ン
ド
、
こ
こ

に
き
て
ア
フ
リ
カ
へ
の
支
援
を
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
動
き
も
活
発
だ
。

そ
う
し
た
「
新
興
ド
ナ
ー
」
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
実
質
的
な
供
与
額
は
、
95
年
の
10
億
ド
ル

か
ら
08
年
に
１
４
５
億
ド
ル
に
ま
で
拡
大
。

全
世
界
に
占
め
る
割
合
で
も
、
１
・
７
％
か

ら
12
％
へ
と
大
き
く
伸
び
て
い
る
※
1
。

　
こ
の
よ
う
に
、
援
助
の
世
界
で
台
頭
し
つ

つ
あ
る
新
興
ド
ナ
ー
に
対
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
長

年
に
わ
た
っ
て
支
援
を
続
け
、
そ
の
成
長
と

自
立
を
後
押
し
し
て
き
た
。
中
で
も
、
特
に

力
を
注
い
で
き
た
こ
と
の
一
つ
が
「
南
南
協

力
」
の
促
進
だ
。
あ
る
分
野
で
優
れ
た
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
途
上
国
が
、
別
の
途
上

国
に
対
し
て
実
施
す
る
技
術
協
力
を
支
援
す

る
も
の
で
、
自
国
に
他
の
途
上
国
の
研
修
員

を
招
い
て
行
う
「
第
三
国
研
修
」（
09
年
度
に

は
３
６
７
７
人
が
参
加
）、
自
国
の
技
術
者
や

専
門
家
を
派
遣
す
る
「
第
三
国
専
門
家
派
遣
」

（
09
年
度
は
53
人
を
派
遣
）
な
ど
か
ら
な
る

※
2
。
援
助
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
蓄
積
さ
せ
、

将
来
の
自
立
的
な
発
展
へ
と
つ
な
げ
る
の
が

目
的
だ
。
分
野
も
農
林
水
産
や
行
政
、
保
健
・

医
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ま

た
、
南
南
協
力
の
促
進
に
向
け
、
よ
り
緊
密

な
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ト
ル
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
な
ど
12
カ

国
と
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
締
結
。
各
国
の
「
ド
ナ
ー
化
」
に
向
け
た

知
見
の
蓄
積
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
一
方
、
新
興
ド
ナ
ー
と
の
援
助
の
実
務
に

か
か
る
定
期
的
な
対
話
・
交
流
も
積
極
的
に

展
開
。
韓
国
と
は
、
人
事
交
流
や
ア
ジ
ア
各

国
へ
の
共
同
研
修
の
実
施
、
定
期
協
議
な
ど

を
通
じ
て
協
調
体
制
を
強
化
し
て
い
る
ほ
か

（
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）、
東
南
ア
ジ
ア
を

代
表
す
る
新
興
ド
ナ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指

す
タ
イ
と
の
間
で
は
、
メ
コ
ン
地
域
開
発
で

の
共
同
支
援
に
向
け
た
動
き
も
始
ま
っ
て
い

る
（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

　
ま
た
日
本
は
、
近
年
の
急
激
な
経
済
発
展

に
伴
い
、
対
外
援
助
で
大
き
な
存
在
感
を
見

せ
る
中
国
と
も
、
国
際
的
枠
組
み
、
そ
し
て

二
国
間
で
の
二
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
、

徐
々
に
対
話
を
深
め
て
い
る
。
国
際
的
枠
組

み
で
は
、Ｄ
Ａ
Ｃ
諸
国
と
中
国
と
の
相
互
理
解

の
促
進
を
目
的
に
発
足
し
た
「
中
国
―
Ｄ
Ａ

Ｃ
研
究
グ
ル
ー
プ
」
定
期
会
合
の
場
で
、
ア

フ
リ
カ
開
発
支
援
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。
二
国

間
で
は
、
技
術
協
力
や
無
償
協
力
を
担
当
す

る
商
務
部
職
員
に
よ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
の
視

察
や
合
同
協
議
に
加
え
、「
優
遇
借
款
」※
3
な

ど
を
担
当
す
る
中
国
輸
出
入
銀
行
と
の
合
同

南
南
協
力
を
通
じ
て

〝
援
助
の
知
見
〞
を
伝
え
る

January 2011                         0607                         January 2011

　
２
０
１
０
年
11
月
、
日
米
な
ど
の
「
主
要

国
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
）」
の
メ
ン
バ
ー
に
、
韓

国
や
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
新
興
国
を
加
え

た
「
20
カ
国
・
地
域
首
脳
会
合
（
Ｇ
20
サ
ミ

ッ
ト
）」
が
開
か
れ
、
開
催
地
で
あ
る
韓
国
・

ソ
ウ
ル
に
世
界
中
の
関
心
が
向
け
ら
れ
た
。

ア
ジ
ア
初
の
開
催
国
と
な
っ
た
韓
国
国
内
は
、

こ
れ
か
ら
の
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
各
国
首
脳

が
集
結
す
る
と
あ
っ
て
、
ま
さ
に
歓
迎
ム
ー

ド
一
色
。
例
え
数
日
で
あ
れ
、
こ
の
地
が
〝
世

界
の
中
心
〞
と
な
る
こ
と
へ
の
喜
び
が
街
中

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
貿
易

や
金
融
と
と
も
に
開
発
分
野
で
も
精
力
的
な

議
論
が
行
わ
れ
、
持
続
的
成
長
の
実
現
に
向

け
て
Ｇ
20
が
取
り
組
む
べ
き
原
則
を
示
す
「
開

発
に
関
す
る
ソ
ウ
ル
合
意
」、
イ
ン
フ
ラ
や
貿

易
、
人
材
開
発
な
ど
を
柱
と
す
る
「
複
数
年

行
動
計
画
」
が
合
意
さ
れ
閉
幕
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
世
界
経
済
を
主
導
し
て
き
た
Ｇ

８
に
代
わ
り
、Ｇ
20
が
重
視
さ
れ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
08
年
の
世
界
金
融
危
機
。

事
態
を
打
開
す
る
に
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
、
近
年
目
覚
ま
し
い
発
展
を

遂
げ
、
世
界
経
済
の
動
向
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
「
新
興
国
」
の
力

が
不
可
欠
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
世
界
銀
行
は
Ｇ
20
の
開
幕
に
先
立

ち
、「
世
界
の
G
D
P（
国
内
総
生
産
）に
占
め

る
新
興
国
・
途
上
国
の
割
合
は
、
２
０
１
５

年
ま
で
に
先
進
国
を
上
回
る
」
と
の
見
通
し

を
発
表
（
グ
ラ
フ
参
照
）。
新
興
国
が
世
界
的

な
景
気
後
退
か
ら
の
脱
却
を
先
導
す
る
、
と

の
見
方
を
示
し
た
。
最
大
の
要
因
は
、
企
業

を
は
じ
め
と
す
る
民
間
資
金
の
多
く
が
新
興

国
に
流
入
し
た
こ
と
に
あ
る
。
経
済
活
動
の

活
発
化
で
人
々
の
所
得
が
向
上
し
、
購
買
力

も
増
加
。
09
年
に
は
中
国
の
自
動
車
販
売
台

数
が
ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て
世
界
最
大
と
な
っ

た
よ
う
に
、
世
界
の
経
済
の
中
心
は
、
今
、

新
興
国
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し
始
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
際
社
会
に
お
け
る
存
在

感
が
急
速
に
高
ま
る
新
興
国
。
そ
し
て
実
は
、

そ
う
し
た
変
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
か
の
よ

う
に
、「
援
助
」
の
世
界
で
も
従
来
の
構
図
が

徐
々
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　「
先
進
国
が
、
恵
ま
れ
な
い
国
々
の
た
め
に

行
う
も
の
」

　
世
間
一
般
的
な
漠
然
と
し
た
援
助
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ

う
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
の
援
助
は
、〝
先
進
国

ク
ラ
ブ
〞
と
も
呼
ば
れ
る
経
済
協
力
開
発
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ

Ａ
Ｃ
）
加
盟
国
が
主
導
し
て
き
た
。
ち
な
み

に
日
本
が
Ｄ
Ａ
Ｃ
入
り
し
た
の
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
１
９
６
４
年
。

以
来
、
欧
米
諸
国
と
と
も
に
ア
ジ
ア
唯
一
の

Ｄ
Ａ
Ｃ
加
盟
国
と
し
て
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
を
通
じ
た
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て

き
た
。
特
に
90
年
代
に
は
世
界
最
大
の
援
助

国
と
な
り
、
ア
ジ
ア
の
国
々
を
中
心
に
世
界

の
開
発
途
上
国
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
そ
し
て
、
21
世
紀
を
迎
え
た
今
、
世
界
で

は
か
つ
て
〝
途
上
国
〞
と
考
え
ら
れ
て
い
た

ア
ジ
ア
や
中
南
米
の
国
々
が
、
途
上
国
か
ら

新
興
国
が
リ
ー
ド
す
る

こ
れ
か
ら
の
世
界
経
済

援
助
の
構
図
を

「
新
興
ド
ナ
ー
」
が
塗
り
替
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て

お
り
、
ア
フ
リ
カ
向
け
支
援
や
気
候
変
動
対

策
と
い
っ
た
重
点
課
題
に
つ
い
て
双
方
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
合
う
な
ど
、
幅
広
い
意
見

交
換
と
情
報
共
有
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後

も
、〝
同
業
者
〞
と
し
て
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
知
見

を
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
中
国
の
援
助
政

策
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
の
協
力

関
係
を
促
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

　「
新
興
ド
ナ
ー
の
中
に
は
、
例
え
ば
そ
の
国

特
有
の
環
境
下
で
の
農
業
な
ど
、
日
本
に
は

な
い
貴
重
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
国
が

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
な
ど
地

球
規
模
課
題
の
解
決
に
は
、
政
治
・
経
済
両

面
で
存
在
感
を
増
し
て
い
る
新
興
ド
ナ
ー
の

自
発
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
」。
そ
う

話
す
の
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
援
助
協
調
を
担
当
す

る
唐
澤
雅
幸
次
長
。「
そ
う
し
た
国
と
手
を
組

む
こ
と
は
、
援
助
の
リ
ソ
ー
ス
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
よ
り
効
果
的
な
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
途
上
国
へ
の
移
転
を
可
能

に
し
ま
す
。
新
興
ド
ナ
ー
側
も
豊
富
な
援
助

経
験
を
持
つ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
働
す
る
こ
と
で
、

援
助
国
に
求
め
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を

蓄
積
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
地
球
規
模

課
題
に
協
力
し
て
取
り
組
む
た
め
の
関
係
構

築
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」
と
、
両
者
の

連
携
の
意
義
を
説
明
す
る
。

　
か
つ
て
は
国
際
社
会
か
ら
支
援
を
受
け
て

い
た
日
本
も
、高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
て
〝
援

助
す
る
側
〞
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
得
た

財
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、 〝
日
本
ら
し
い
〞

や
り
方
で
各
国
の
成
長
に
貢
献
し
て
き
た
経

験
は
、
新
興
ド
ナ
ー
に
も
役
立
つ
だ
ろ
う
。

　「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
知
見
の
活
用
や
新
興
ド
ナ
ー

と
の
協
調
に
よ
り
、『
一
援
助
機
関
と
途
上
国
』

と
い
う
従
来
の
枠
組
み
で
は
な
し
得
な
か
っ

た
、
よ
り
援
助
効
果
の
高
い
支
援
が
実
現
で

き
る
は
ず
。
そ
の
中
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
は
、
新

興
ド
ナ
ー
と
途
上
国
を
結
び
付
け
る
た
め
の

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
」（
唐
澤
次
長
）

　
日
本
な
ど
の
支
援
を
受
け
、
大
き
く
成
長

し
た
新
興
国
。
そ
し
て
今
、
新
興
ド
ナ
ー
と

し
て
援
助
の
世
界
で
も
存
在
感
を
高
め
て
い

る
こ
う
し
た
国
々
が
、
自
ら
の
経
験
を
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
と
と
も
に
他
国
に
伝
え
る
「
新
た
な
国

際
協
力
の
世
界
」
が
広
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

途上国と考えられていた国々が経済成長し、援助を“する”側に。
新興ドナーとして、存在感を増している。

特集

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

新 たな国際協力の世界

※1 New Development Partners and a Global Development Partnership / Kang-ho Park
Catalyzing Development : A New Vision for Aid / KOICA, JICA, and Global Economy and Development

※2 日本が、途上国と共に他の途上国（第三国）を支援するもの。
※3 低金利で、返済期間が長期に設定されている借款事業。
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携

新
し
い
援
助
の
カ
タ
チ

２年前に起きた金融危機の後遺症に苦しむ先進国を尻目に、
目覚ましい勢いで発展を続ける新興国。

国際社会での存在感は日増しに高まるばかりだ。
そしてその勢いは、これまで先進国が主導してきた「援助」の世界でも

「新興ドナーの出現」という形で、大きな変化をもたらしている。

■世界のGDPに占める新興国・途上国と先進国の割合

援助の構図
国連開発計画（UNDP）・国連世界食糧

計画（WFP）・国連児童基金（UNICEF）・

国連難民高等弁務官事務所

（UNHCR）・世界銀行・アジア

開発銀行など

国際機関

分担金・拠出金
開発目標などの

共有

アジア、アフリカ、中南米など
約150カ国

途上国

アメリカ・イギリス・フランス・
ドイツ・イタリア・ノルウェー・
デンマーク・オーストラリア

など

援助国
日本をはじめとした

日中韓タイの援助実施機関が集結
　2010年10月、東アジア諸国の援助機関の連携強化を目的に、
JICA、中国輸出入銀行（CEXIM）、韓国輸出入銀行・対外経済協力基
金（EDCF）、タイ周辺国経済開発協力機構（NEDA）がタイの首都バン
コクに集結。初めての合同セミナーが開催された。
　これまで、各機関とは個別に協議を行ってきたJICA。今回は4カ国の援
助機関が一堂に会し、各機関の業務内
容や、環境社会配慮ガイドラインの取り
組み状況について紹介。今後の具体的
な連携の可能性についても協議した。
　JICAは、今後もこうした意見交換やノ
ウハウの共有を通じて、アジア各国の援
助機関とのパートナーシップ構築に努め
ていく考えだ。

新興ドナー

進む日本と新興ドナーの連携
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（年） 新興ドナーとつくる未来

開始年 ： 1987年
担当機関 ： 韓国国際協力団（KOICA）、韓国輸
出入銀行・対外経済協力基金（EDCF）
分野 ： 運輸交通、通信、上下水、教育、保健など
形態 ： 有償、無償、技術協力、ボランティア
※2010年にDAC加盟

韓国
開始年 ： 1953年
担当機関 ： 外交部、商務部、財政部、その他の国
務院機関、中国輸出入銀行、中国開発銀行
分野 ： インフラなど
形態 ： 建設事業、技術協力、一般物資援助、研修
員受入、青年ボランティア派遣、優遇借款プロ
ジェクト

中国
開始年 ： 1992年
担当機関 ： タイ国際開発協力局（TICA）、周辺国
経済開発協力機構（NEDA）
分野 ： 農業、保健、教育、インフラなど
形態 ： 技術協力、有償、無償、研修受入、ボラン
ティア

タイ

開始年 ： 1980年
担当機関 ： National Institute などの教育研修
機関
分野 ： 行政管理、生産性向上、農業など
形態 ： 研修受入、短期専門家派遣

マレーシア
開始年 ： 1981年
担当機関 ： 外務省技術協力局
分野 ： 農業、保健医療、中小企業振興、教育
形態 ： 研修受入、専門家派遣、無償

インドネシア
開始年 ： 1985年
担当機関 ： 国際協力庁
分野 ： 農業、保健医療、環境･防災、保安、運輸
交通など
形態 ： 技術協力

ブラジル

開始年 ： 1992年
担当機関 ： 国際協力局（外務省内の国際協力調
整庁に属する）
分野 ： 開発行政、農村開発、教育
形態 ： 技術協力

アルゼンチン
開始年 ： 1988年
担当機関 ： 科学技術協力局
分野 ： 環境・防災、保健医療、農業・漁業、産業開
発など
形態 ： 技術協力

メキシコ
開始年 ： 1990年
担当機関 ： 国際協力庁
分野 ： 貧困対策、保健衛生の向上、教育体制の
改善、農業・食料支援
形態 ： 技術協力

詳しくはP8へ

詳しくはP15へ

詳しくはP19へ 詳しくはP19へ詳しくはP17へ

詳しくはP14へ 詳しくはP16へ

詳しくはP12へ

■主な新興ドナーの援助概要

チリ

G20の開催に合わせ、ソウル市内には参加国の国旗を使ったさまざまなオブジェが飾られた　○c AFP=時事

先進国

新興国・途上国

活発に意見を交換する関係者

支援
ブラジル・中国・インド・韓国・
インドネシア・マレーシア・チリ・
タイ・メキシコ・アルゼンチン

など

データ出典：IMF「World Economic Outlook Database, April 2010」

取材協力＝唐澤雅幸・JICA 企画部次長
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の
脱
却
と
と
も
に
援
助
を
受
け
る
側
か
ら
援

助
す
る
側
へ
と
転
進
し
た
り
、
援
助
を
受
け

な
が
ら
も
、
独
自
に
他
の
途
上
国
を
援
助
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
借
款
や

技
術
協
力
、
無
償
協
力
な
ど
を
中
心
に
、
中

国
が
急
激
に
対
外
援
助
を
拡
大
し
て
い
る
ほ

か
、
韓
国
は
ア
ジ
ア
で
日
本
に
次
い
で
昨
年

Ｄ
Ａ
Ｃ
に
加
盟
し
、Ｏ
Ｄ
Ａ
の
一
層
の
拡
充
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
主
に
ネ
パ
ー
ル
や
ブ

ー
タ
ン
と
い
っ
た
近
隣
国
を
対
象
に
技
術
協

力
や
資
金
協
力
を
展
開
す
る
イ
ン
ド
、
こ
こ

に
き
て
ア
フ
リ
カ
へ
の
支
援
を
急
速
に
拡
大

し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
動
き
も
活
発
だ
。

そ
う
し
た
「
新
興
ド
ナ
ー
」
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
実
質
的
な
供
与
額
は
、
95
年
の
10
億
ド
ル

か
ら
08
年
に
１
４
５
億
ド
ル
に
ま
で
拡
大
。

全
世
界
に
占
め
る
割
合
で
も
、
１
・
７
％
か

ら
12
％
へ
と
大
き
く
伸
び
て
い
る
※
1
。

　
こ
の
よ
う
に
、
援
助
の
世
界
で
台
頭
し
つ

つ
あ
る
新
興
ド
ナ
ー
に
対
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
長

年
に
わ
た
っ
て
支
援
を
続
け
、
そ
の
成
長
と

自
立
を
後
押
し
し
て
き
た
。
中
で
も
、
特
に

力
を
注
い
で
き
た
こ
と
の
一
つ
が
「
南
南
協

力
」
の
促
進
だ
。
あ
る
分
野
で
優
れ
た
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
途
上
国
が
、
別
の
途
上

国
に
対
し
て
実
施
す
る
技
術
協
力
を
支
援
す

る
も
の
で
、
自
国
に
他
の
途
上
国
の
研
修
員

を
招
い
て
行
う
「
第
三
国
研
修
」（
09
年
度
に

は
３
６
７
７
人
が
参
加
）、
自
国
の
技
術
者
や

専
門
家
を
派
遣
す
る
「
第
三
国
専
門
家
派
遣
」

（
09
年
度
は
53
人
を
派
遣
）
な
ど
か
ら
な
る

※
2
。
援
助
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
蓄
積
さ
せ
、

将
来
の
自
立
的
な
発
展
へ
と
つ
な
げ
る
の
が

目
的
だ
。
分
野
も
農
林
水
産
や
行
政
、
保
健
・

医
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ま

た
、
南
南
協
力
の
促
進
に
向
け
、
よ
り
緊
密

な
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
う
た
め
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ト
ル
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
な
ど
12
カ

国
と
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
締
結
。
各
国
の
「
ド
ナ
ー
化
」
に
向
け
た

知
見
の
蓄
積
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
一
方
、
新
興
ド
ナ
ー
と
の
援
助
の
実
務
に

か
か
る
定
期
的
な
対
話
・
交
流
も
積
極
的
に

展
開
。
韓
国
と
は
、
人
事
交
流
や
ア
ジ
ア
各

国
へ
の
共
同
研
修
の
実
施
、
定
期
協
議
な
ど

を
通
じ
て
協
調
体
制
を
強
化
し
て
い
る
ほ
か

（
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）、
東
南
ア
ジ
ア
を

代
表
す
る
新
興
ド
ナ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指

す
タ
イ
と
の
間
で
は
、
メ
コ
ン
地
域
開
発
で

の
共
同
支
援
に
向
け
た
動
き
も
始
ま
っ
て
い

る
（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

　
ま
た
日
本
は
、
近
年
の
急
激
な
経
済
発
展

に
伴
い
、
対
外
援
助
で
大
き
な
存
在
感
を
見

せ
る
中
国
と
も
、
国
際
的
枠
組
み
、
そ
し
て

二
国
間
で
の
二
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
、

徐
々
に
対
話
を
深
め
て
い
る
。
国
際
的
枠
組

み
で
は
、Ｄ
Ａ
Ｃ
諸
国
と
中
国
と
の
相
互
理
解

の
促
進
を
目
的
に
発
足
し
た
「
中
国
―
Ｄ
Ａ

Ｃ
研
究
グ
ル
ー
プ
」
定
期
会
合
の
場
で
、
ア

フ
リ
カ
開
発
支
援
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
。
二
国

間
で
は
、
技
術
協
力
や
無
償
協
力
を
担
当
す

る
商
務
部
職
員
に
よ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
の
視

察
や
合
同
協
議
に
加
え
、「
優
遇
借
款
」※
3
な

ど
を
担
当
す
る
中
国
輸
出
入
銀
行
と
の
合
同

南
南
協
力
を
通
じ
て

〝
援
助
の
知
見
〞
を
伝
え
る
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２
０
１
０
年
11
月
、
日
米
な
ど
の
「
主
要

国
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
）」
の
メ
ン
バ
ー
に
、
韓

国
や
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
新
興
国
を
加
え

た
「
20
カ
国
・
地
域
首
脳
会
合
（
Ｇ
20
サ
ミ

ッ
ト
）」
が
開
か
れ
、
開
催
地
で
あ
る
韓
国
・

ソ
ウ
ル
に
世
界
中
の
関
心
が
向
け
ら
れ
た
。

ア
ジ
ア
初
の
開
催
国
と
な
っ
た
韓
国
国
内
は
、

こ
れ
か
ら
の
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
各
国
首
脳

が
集
結
す
る
と
あ
っ
て
、
ま
さ
に
歓
迎
ム
ー

ド
一
色
。
例
え
数
日
で
あ
れ
、
こ
の
地
が
〝
世

界
の
中
心
〞
と
な
る
こ
と
へ
の
喜
び
が
街
中

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
貿
易

や
金
融
と
と
も
に
開
発
分
野
で
も
精
力
的
な

議
論
が
行
わ
れ
、
持
続
的
成
長
の
実
現
に
向

け
て
Ｇ
20
が
取
り
組
む
べ
き
原
則
を
示
す
「
開

発
に
関
す
る
ソ
ウ
ル
合
意
」、
イ
ン
フ
ラ
や
貿

易
、
人
材
開
発
な
ど
を
柱
と
す
る
「
複
数
年

行
動
計
画
」
が
合
意
さ
れ
閉
幕
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
世
界
経
済
を
主
導
し
て
き
た
Ｇ

８
に
代
わ
り
、Ｇ
20
が
重
視
さ
れ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
08
年
の
世
界
金
融
危
機
。

事
態
を
打
開
す
る
に
は
、
中
国
や
イ
ン
ド
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
、
近
年
目
覚
ま
し
い
発
展
を

遂
げ
、
世
界
経
済
の
動
向
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
「
新
興
国
」
の
力

が
不
可
欠
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
世
界
銀
行
は
Ｇ
20
の
開
幕
に
先
立

ち
、「
世
界
の
G
D
P（
国
内
総
生
産
）に
占
め

る
新
興
国
・
途
上
国
の
割
合
は
、
２
０
１
５

年
ま
で
に
先
進
国
を
上
回
る
」
と
の
見
通
し

を
発
表
（
グ
ラ
フ
参
照
）。
新
興
国
が
世
界
的

な
景
気
後
退
か
ら
の
脱
却
を
先
導
す
る
、
と

の
見
方
を
示
し
た
。
最
大
の
要
因
は
、
企
業

を
は
じ
め
と
す
る
民
間
資
金
の
多
く
が
新
興

国
に
流
入
し
た
こ
と
に
あ
る
。
経
済
活
動
の

活
発
化
で
人
々
の
所
得
が
向
上
し
、
購
買
力

も
増
加
。
09
年
に
は
中
国
の
自
動
車
販
売
台

数
が
ア
メ
リ
カ
を
抜
い
て
世
界
最
大
と
な
っ

た
よ
う
に
、
世
界
の
経
済
の
中
心
は
、
今
、

新
興
国
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し
始
め
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
際
社
会
に
お
け
る
存
在

感
が
急
速
に
高
ま
る
新
興
国
。
そ
し
て
実
は
、

そ
う
し
た
変
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
か
の
よ

う
に
、「
援
助
」
の
世
界
で
も
従
来
の
構
図
が

徐
々
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　「
先
進
国
が
、
恵
ま
れ
な
い
国
々
の
た
め
に

行
う
も
の
」

　
世
間
一
般
的
な
漠
然
と
し
た
援
助
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ

う
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
の
援
助
は
、〝
先
進
国

ク
ラ
ブ
〞
と
も
呼
ば
れ
る
経
済
協
力
開
発
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ

Ａ
Ｃ
）
加
盟
国
が
主
導
し
て
き
た
。
ち
な
み

に
日
本
が
Ｄ
Ａ
Ｃ
入
り
し
た
の
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
１
９
６
４
年
。

以
来
、
欧
米
諸
国
と
と
も
に
ア
ジ
ア
唯
一
の

Ｄ
Ａ
Ｃ
加
盟
国
と
し
て
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
を
通
じ
た
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て

き
た
。
特
に
90
年
代
に
は
世
界
最
大
の
援
助

国
と
な
り
、
ア
ジ
ア
の
国
々
を
中
心
に
世
界

の
開
発
途
上
国
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
そ
し
て
、
21
世
紀
を
迎
え
た
今
、
世
界
で

は
か
つ
て
〝
途
上
国
〞
と
考
え
ら
れ
て
い
た

ア
ジ
ア
や
中
南
米
の
国
々
が
、
途
上
国
か
ら

新
興
国
が
リ
ー
ド
す
る

こ
れ
か
ら
の
世
界
経
済

援
助
の
構
図
を

「
新
興
ド
ナ
ー
」
が
塗
り
替
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て

お
り
、
ア
フ
リ
カ
向
け
支
援
や
気
候
変
動
対

策
と
い
っ
た
重
点
課
題
に
つ
い
て
双
方
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
合
う
な
ど
、
幅
広
い
意
見

交
換
と
情
報
共
有
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後

も
、〝
同
業
者
〞
と
し
て
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
知
見

を
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
中
国
の
援
助
政

策
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
の
協
力

関
係
を
促
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

　「
新
興
ド
ナ
ー
の
中
に
は
、
例
え
ば
そ
の
国

特
有
の
環
境
下
で
の
農
業
な
ど
、
日
本
に
は

な
い
貴
重
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
国
が

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
な
ど
地

球
規
模
課
題
の
解
決
に
は
、
政
治
・
経
済
両

面
で
存
在
感
を
増
し
て
い
る
新
興
ド
ナ
ー
の

自
発
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
」。
そ
う

話
す
の
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
援
助
協
調
を
担
当
す

る
唐
澤
雅
幸
次
長
。「
そ
う
し
た
国
と
手
を
組

む
こ
と
は
、
援
助
の
リ
ソ
ー
ス
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
よ
り
効
果
的
な
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
途
上
国
へ
の
移
転
を
可
能

に
し
ま
す
。
新
興
ド
ナ
ー
側
も
豊
富
な
援
助

経
験
を
持
つ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
協
働
す
る
こ
と
で
、

援
助
国
に
求
め
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を

蓄
積
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
地
球
規
模

課
題
に
協
力
し
て
取
り
組
む
た
め
の
関
係
構

築
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」
と
、
両
者
の

連
携
の
意
義
を
説
明
す
る
。

　
か
つ
て
は
国
際
社
会
か
ら
支
援
を
受
け
て

い
た
日
本
も
、高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
て
〝
援

助
す
る
側
〞
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
で
得
た

財
産
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、 〝
日
本
ら
し
い
〞

や
り
方
で
各
国
の
成
長
に
貢
献
し
て
き
た
経

験
は
、
新
興
ド
ナ
ー
に
も
役
立
つ
だ
ろ
う
。

　「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
知
見
の
活
用
や
新
興
ド
ナ
ー

と
の
協
調
に
よ
り
、『
一
援
助
機
関
と
途
上
国
』

と
い
う
従
来
の
枠
組
み
で
は
な
し
得
な
か
っ

た
、
よ
り
援
助
効
果
の
高
い
支
援
が
実
現
で

き
る
は
ず
。
そ
の
中
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
は
、
新

興
ド
ナ
ー
と
途
上
国
を
結
び
付
け
る
た
め
の

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
」（
唐
澤
次
長
）

　
日
本
な
ど
の
支
援
を
受
け
、
大
き
く
成
長

し
た
新
興
国
。
そ
し
て
今
、
新
興
ド
ナ
ー
と

し
て
援
助
の
世
界
で
も
存
在
感
を
高
め
て
い

る
こ
う
し
た
国
々
が
、
自
ら
の
経
験
を
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
と
と
も
に
他
国
に
伝
え
る
「
新
た
な
国

際
協
力
の
世
界
」
が
広
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

途上国と考えられていた国々が経済成長し、援助を“する”側に。
新興ドナーとして、存在感を増している。

特集

特集
新たな国際協力の世界  新興ドナーとつくる未来

新 たな国際協力の世界

※1 New Development Partners and a Global Development Partnership / Kang-ho Park
Catalyzing Development : A New Vision for Aid / KOICA, JICA, and Global Economy and Development

※2 日本が、途上国と共に他の途上国（第三国）を支援するもの。
※3 低金利で、返済期間が長期に設定されている借款事業。
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携

新
し
い
援
助
の
カ
タ
チ

２年前に起きた金融危機の後遺症に苦しむ先進国を尻目に、
目覚ましい勢いで発展を続ける新興国。

国際社会での存在感は日増しに高まるばかりだ。
そしてその勢いは、これまで先進国が主導してきた「援助」の世界でも

「新興ドナーの出現」という形で、大きな変化をもたらしている。

■世界のGDPに占める新興国・途上国と先進国の割合

援助の構図
国連開発計画（UNDP）・国連世界食糧

計画（WFP）・国連児童基金（UNICEF）・

国連難民高等弁務官事務所

（UNHCR）・世界銀行・アジア

開発銀行など

国際機関

分担金・拠出金
開発目標などの

共有

アジア、アフリカ、中南米など
約150カ国

途上国

アメリカ・イギリス・フランス・
ドイツ・イタリア・ノルウェー・
デンマーク・オーストラリア

など

援助国
日本をはじめとした

日中韓タイの援助実施機関が集結
　2010年10月、東アジア諸国の援助機関の連携強化を目的に、
JICA、中国輸出入銀行（CEXIM）、韓国輸出入銀行・対外経済協力基
金（EDCF）、タイ周辺国経済開発協力機構（NEDA）がタイの首都バン
コクに集結。初めての合同セミナーが開催された。
　これまで、各機関とは個別に協議を行ってきたJICA。今回は4カ国の援
助機関が一堂に会し、各機関の業務内
容や、環境社会配慮ガイドラインの取り
組み状況について紹介。今後の具体的
な連携の可能性についても協議した。
　JICAは、今後もこうした意見交換やノ
ウハウの共有を通じて、アジア各国の援
助機関とのパートナーシップ構築に努め
ていく考えだ。

新興ドナー

進む日本と新興ドナーの連携
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（年） 新興ドナーとつくる未来

開始年 ： 1987年
担当機関 ： 韓国国際協力団（KOICA）、韓国輸
出入銀行・対外経済協力基金（EDCF）
分野 ： 運輸交通、通信、上下水、教育、保健など
形態 ： 有償、無償、技術協力、ボランティア
※2010年にDAC加盟

韓国
開始年 ： 1953年
担当機関 ： 外交部、商務部、財政部、その他の国
務院機関、中国輸出入銀行、中国開発銀行
分野 ： インフラなど
形態 ： 建設事業、技術協力、一般物資援助、研修
員受入、青年ボランティア派遣、優遇借款プロ
ジェクト

中国
開始年 ： 1992年
担当機関 ： タイ国際開発協力局（TICA）、周辺国
経済開発協力機構（NEDA）
分野 ： 農業、保健、教育、インフラなど
形態 ： 技術協力、有償、無償、研修受入、ボラン
ティア

タイ

開始年 ： 1980年
担当機関 ： National Institute などの教育研修
機関
分野 ： 行政管理、生産性向上、農業など
形態 ： 研修受入、短期専門家派遣

マレーシア
開始年 ： 1981年
担当機関 ： 外務省技術協力局
分野 ： 農業、保健医療、中小企業振興、教育
形態 ： 研修受入、専門家派遣、無償

インドネシア
開始年 ： 1985年
担当機関 ： 国際協力庁
分野 ： 農業、保健医療、環境･防災、保安、運輸
交通など
形態 ： 技術協力

ブラジル

開始年 ： 1992年
担当機関 ： 国際協力局（外務省内の国際協力調
整庁に属する）
分野 ： 開発行政、農村開発、教育
形態 ： 技術協力

アルゼンチン
開始年 ： 1988年
担当機関 ： 科学技術協力局
分野 ： 環境・防災、保健医療、農業・漁業、産業開
発など
形態 ： 技術協力

メキシコ
開始年 ： 1990年
担当機関 ： 国際協力庁
分野 ： 貧困対策、保健衛生の向上、教育体制の
改善、農業・食料支援
形態 ： 技術協力

詳しくはP8へ

詳しくはP15へ

詳しくはP19へ 詳しくはP19へ詳しくはP17へ

詳しくはP14へ 詳しくはP16へ

詳しくはP12へ

■主な新興ドナーの援助概要

チリ

G20の開催に合わせ、ソウル市内には参加国の国旗を使ったさまざまなオブジェが飾られた　○c AFP=時事

先進国

新興国・途上国

活発に意見を交換する関係者

支援
ブラジル・中国・インド・韓国・
インドネシア・マレーシア・チリ・
タイ・メキシコ・アルゼンチン

など

データ出典：IMF「World Economic Outlook Database, April 2010」

取材協力＝唐澤雅幸・JICA 企画部次長




